
3

「もうちょっとうまい言い回しがないものか」
「季節感のある表現を入れたいけど思いつかない」
「手紙の書き出しがいつも同じ……」
「情景描写がちょっと雑だし、登場人物が似てくるし」
　日々の生活や仕事、創作活動などにおいて、語彙の不足を感
じることもあるでしょう。

　いつもの表現からもう少し解像度を上げて、より的確に表現
したい、そんなときの手助けになるような「ことば探し」のた
めの一冊があればと思い本書を企画いたしました。
　日常生活に必要な基本的な言葉から、ちょっと気のきいた表
現まで、おおよそ4,000 項目を収録しています。全体を天候
と天体・自然・人・色・時間と季節の五つに分け、それぞれに
言葉を分類しました。簡潔な説明と使用例を添え、季語になる
ものは季節も示しました。巻末には索引を付し、連想からさら
に語彙が豊かになることを期しました。
　本書があなたの相談役となり、言葉があなたの味方になりま
すように！

　伝えたいことがあるすべての人に――
さまざまな機会に皆さまのお役に立てば幸いです。

2022年10月　三省堂編修所
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あ
か
る
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天

12

天

あ
か
る
い

遮
しゃ

光
こう 光を遮ること。
「━カーテン」

澄
す

む 濁りがなく、透き通っていること。

鮮
せん

明
めい あざやかではっきりしているさ
ま。

「━な色で咲きほこる」

底
そこ

明
あか

るい そう明るくはないが、地平線の近くや雲の奥
などが、少し明るく感じられる。

澄
ちょう

明
めい 澄み切っていて明るいこと。
「━な大気」

月
つき

明
あ

かり 月の光で明るいこと。また、月の光。

艶
つや

々
つや 光沢があって美しいさま。
「━とした顔色」

露
つゆ

明
あ

かり 降りている露に光が反射してあたりが明るい
こと。

映
は

える 光に照らされて輝く。「朝日に━富士山」

微
び

明
めい かすかに明るいこと。また、奥
深くて理解することはむずかし

いが、道理としては明らかなこと。

仄
ほの

明
あか

るい ほんのりと明るい。「縁側が仄明るく見え
る」

目
ま

映
ばゆ

い 光が強くまぶしい。「━イルミネーション」

明
めい

光
こう 明るい光。

明
めい

色
しょく明るい感じの色。

対暗色あん　
しょく

目
め

眩
くる

めく 目がくらむ。「━日の光」

陽
よう

明
めい はっきりと明るいこと。また、
明らかなこと。

爛
らん

々
らん 鋭く光るさま。
「目が━と光る」

玲
れい

瓏
ろう 金属・玉などがさえた美しい音
で鳴るさま。また、玉のように

美しく輝くさま。

朧
ろう

明
めい ぼんやりと明るいさま。

郎
ろう

明
めい 明るいこと。また、明るく朗ら
かなこと。

明るい場所

町
まち

明
あ

かり 夜、遠くに見える町の電灯・ネオンの明かり。

窓
まど

明
あ

かり 窓から差し込む光。また、窓から漏れる明か
り。

明
めい

処
しょ 明るい場所。

明
めい

窓
そう 光のよく差し込む明るい窓。
「━浄机」

明るい時

明
あか

らむ 夜が明けて、空が明るくなる。
「東の空が━」
＊「赤らむ」は果実や顔などが赤くな
ること。

残
ざん

照
しょう日が沈んでも空に残っている

光。

白
しら

々
じら だんだん明るくなっていくさま。
しらしらともいう。

白
しら

む 夜が明けて空が明るくなる。また、興がさめる。

晴れる／太陽／光／火・炎

明るい

明
あか

々
あか ともしびなどが明るく輝くさま。
「灯が━とともる」

明
あき

らか 光が明るく、ものの様子がはっきりしているさま。ま
た、疑う余地のないさま。

鮮
あざ

やか 色・形がはっきりして美しいさま。

薄
うす

明
あ

かり 弱いかすかな光。また、日の出前・日没後のか
すかな明るさ。

薄
うす

明
あか

るい ほんのりと明るい。「東の空が薄明るくな
る」

麗
うら

らか 太陽がのどかに照っているさま。［春］

恢
かい

明
めい 広々として明るいこと。

片
かた

明
あ

かり 明かりが一方にだけ差すこと。また、ほのか
な光。

煌
きら

めく 光り輝く。「星が━」

眩
くら

む 強い光を突然受けて、目が見えなくなる。

炯
けい

々
けい 鋭く光るさま。
「眼光━」

月
げつ

明
めい 月の明るいこと。［秋］
「━を頼りに夜道を歩く」

煌
こう

々
こう 光り輝くさま。晃々とも書く。

皎
こう

々
こう 太陽・月・雪などが明るく光り輝
くさま。

皓
こう

々
こう 月や電灯の光が昼のように明る
く照らす様子。

耿
こう

々
こう 明るいさま。また、心が安らか
でないさま。

光
こう

明
みょう暗闇を照らす明るい光。
「闇に一条の━がさす」

冴
さ

える 月や星が寒い夜空にくっきり見える。また、音が澄ん
ではっきり聞こえる。

冴
さ

やか 明るくて、はっきりしているさま。清か・明かとも書
く。

燦
さん あざやかなさま。きらびやかなさ
ま。

「━たる光」

燦
さん

々
さん 太陽などが明るく輝くさま。
「━と降り注ぐ陽光」

燦
さん

然
ぜん あざやかに輝くさま。
「━と輝く宝石」

燦
さん

爛
らん あざやかに輝くさま。華やか
で美しいさま。

明
あか

るい・眩
まぶ

しい・明
めい

暗
あん

あかるい

基本の表現
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この辞典の使い方

5カテゴリー／57テーマ／約4,000項目
風景や情景を写生する言葉や、場面設定・人物描写に使える言い
まわしなど、的確に描写するための表現を取り上げました。

言葉の探し方
⃝	目次から探す
	 目次にはカテゴリーとテーマ名を示しました。

この辞典に収録した言葉

カテゴリー 基本の表現テーマ 関連するテーマ

この辞典の見方

	 ①	あらわしたい事柄・描きたい場面を目次で探す。
	 ②	目次に書いてある数字のページを開く。
	 ③	そのテーマ全体をながめて探す。

	 なお、太字の数字は、その言葉をテーマとして取り上げているページを表してい
ます。

	 求める言葉がない場合は……
	 テーマタイトルの下に関連するテーマを　→　で示しているので、そのテーマも
ご覧ください。

⃝	さくいんから探す
	 この辞典に掲載した言葉を五十音順に並べたさくいん（索引）を巻末（182ペー
ジ〜207ページ）に付しました。

	 ①	思いついた言葉をさくいんで探す。
	 ②	さくいんに書いてある数字のページを開く。
	 ③	似た言葉や言い回しが出ているので、周辺の言葉をながめて探す。

⃝	配列…似た表現の五十音順を原則とする

似た言葉を探しやすいよう、グレー地
にタイトルを示したところもあります。

見出しは、漢字で書くとしたらどう書く
かを示しました。

⃝	表記…漢字でどう書くかを見出しに

⃝	解説…簡潔な語義と、充実の補足情報

語義は簡潔に示しています。
季語になるものは語義末尾にその季
節を示しました。
補足的な情報を＊で示しました。
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川
・
湖

川
・
湖

地 地

「ナイアガラの━」

早
はや

瀬
せ 川の流れの浅くて早いところ。

飛
ひ

湍
たん 流れの激しい瀬。

奔
ほん

流
りゅう激しい勢いの流れ。

淀
よど 水が流れずたまったところ。よど
み。

淀
よど

み ①水が流れずにたまっていること。
②とどこおること。
「━なく話す」

川の水の量

暴
あば

れ川
がわ 雨が降るとすぐ氾濫する
川。

細
い さ さ

小川
がわ 水の少し流れる川。いささ
おがわともいう。

大
おお

川
かわ 大きな川。
＊隅田川の下流や淀川の下流

の異称にも。

細
さい

流
りゅう細い川。

細
ささら

川
がわ さらさらと流れる小川。
「木陰で━の水音に耳を傾け

る」

差
さ

し水
みず 水をつぎ足すこと。また、
川の水かさが少し増すこ

と。

大
たい

河
が 大きな川。
＊中国の黄河をさすことも。

高
たか

水
みず 川の水が増すこと。

給源。

水
すい

源
げん

地
ち 水源となる地域。

水
すい

脈
みゃく地層の中で、地下水が流れて
いる道筋。また、船の航行す

る道筋。

末
すえ

無
なし

川
がわ 川の流れが陸上で消滅し
ているもの。

谷
たに

川
がわ 谷間を流れる川。
「━にすむサワガニ」

川の流れ

河
か

流
りゅう川の流れ。

川
かわ

並
なみ ①川の流れ。
②木場の筏師いかだ

し　　。

緩
かん

流
りゅう緩やかな流れ。

急
きゅう

湍
たん 流れの急な瀬。早瀬。急灘きゅう

だん 。

急
きゅう

流
りゅう急な流れ。
「━の轟々ごう

ごうたる音」

激
げき

流
りゅう激しい流れ。
「━にのまれる」

懸
けん

河
が 傾斜が急で流れの速い川。
「━の勢い」

合
ごう

流
りゅう二つ以上の流れが合わさって

一つになること。また、二つの
ものが一つになること。

滝
たき

つ瀬
せ 滝のように急な流れ。

瀞
とろ 川の流れで、水が深くて流れが緩
やかなところ。

瀑
ばく

布
ふ 滝。布をたらしたように落ちる
水の流れ。［夏］

湖
こ

頭
とう 湖のほとり。また、川が湖に注
ぎ込むところ。

湖
こ

畔
はん 湖のほとり。
「━を逍遥しょう

よう する」

湖
こ

面
めん 湖の表面。
「鏡のような━」

沼
しょう

沢
たく 沼と沢。

大
たい

湖
こ 大きな湖。

淡
たん

水
すい

湖
こ 淡水の湖。

三
み

日
か

月
づき

湖
こ 蛇行する川が三日月形
に取り残されてできた

湖。

御
み た ら い

手洗神社の拝殿の近くにあっ
て、参拝者が水で手や口

を清める所。

その他の表現

リバー・リバーサイド・ラグー
ン・レイク・オアシス・
さらさら・とうとう・こんこん・
ちょろちょろ・どんぶらこ

出
で

水
みず 雨のために、河川などの水が
ふえる（あふれる）こと。しゅっ

すいともいう。［夏］

平
へい

水
すい 河川が増水・減水していない状
態。また、波立っていない静

かな水。

湖など

淡
あわ

海
うみ 湖。
＊淡水の海の意から。

泉
いずみ地中から自然に水が湧きでるとこ

ろ。またその水。［夏］
「━から滾々こん

こんと水が湧く」
＊出水いづ

み の意。

塩
えん

湖
こ 塩分を含んだ湖。

潟
かた 遠浅の海岸で潮の干満によって現
れたり隠れたりするところ。また、
砂州などによって海と分離された湖
など。

湖
こ

岸
がん 湖の岸。
「━に沿って並木がつづく」

湖
こ

沼
しょう湖と沼。
「河川や━に生息する生物」

湖
こ

尻
じり 湖の水が河川に流れでるとこ
ろ。

湖
こ

上
じょう湖の上。
「━の月」

湖
こ

心
しん 湖の真ん中。
「━に浮かぶ島」

湖
こ

水
すい 湖。また、湖の水。
「美しい青色の━」

湖
こ

底
てい 湖の底。
「━に沈んだ村」
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⃝	その他の表現…さらに語彙を豊かに

この辞典の使い方

⃝	用例…よく使われる言いまわしを示す

━は見出し部分を表します。
用例の解説を〔＝　〕で示しました。

その他にもあるさまざまな表現を末尾
に添えました。

29

風
・
嵐
（
吹
く
さ
ま
）

天

28

天

風
・
嵐
（
吹
く
さ
ま
）

雨／雲

強い風・弱い風

一
いち

陣
じん 風や雨がひとしきり吹いたり、
降ったりすること。

「━の風」

陰
いん

風
ぷう 陰気で不気味な風。

追
お

い風
かぜ 人や船が進む方向に吹く
風。順風。対向かい風

「船に乗り、━を待って出航する」

大
おお

風
かぜ 強く激しく吹く風。
「━が吹いて近所の塀が倒れ

た」

逆
ぎゃく

風
ふう 進行方向から吹いてくる風。
向かい風。対順風

「━をついて船を出した」

狂
きょう

風
ふう 狂ったように強く吹き荒れる
風。

「━に帽子を飛ばされた」
＊「常軌を逸した振る舞い・風潮」の
意も。

颶
ぐ

風
ふう 強く激しい風。
「雨交じりの━に悩まされた」

軽
けい

風
ふう そよ風。また、風力階級2の風。
「野原から吹いてくる快い━」

勁
けい

風
ふう 激しく吹く風。
「━にあおられ、今にも折れそ

うな小枝」

光
こう

風
ふう 晴れた春の日に吹く、気持ち
よい風。

「━霽月せい
げつ〔＝さわやかな風と晴れた月。わ

だかまりのない気持ちのたとえ〕」

五
ご

風
ふう

十
じゅう

雨
う 五日に一度風が吹き、
十日に一度雨が降る

意。気候が順調なこと。また、天下
が穏やかに治まっていること。
「━の太平の世」

疾
しっ

風
ぷう はやく吹く風。また、風力階
級5の風。

「━のように去って行った」

順
じゅん

風
ぷう 船の進む方向に吹く風。追い
風。対逆風

「船旅は好天と━に恵まれた／満帆」

蕭
しょう

々
しょう風雨・落葉などの音のものさび
しいさま。

「風━たる冬木立」

西
せい

風
ふう 西から吹く風。また、秋風。
「竹藪たけ

やぶが━に音を立てている」

清
せい

風
ふう さわやかな風。
「緑蔭りょく

いん ━」

晴
せい

嵐
らん 晴れた日にたつかすみ。また、
晴れた日に吹く山風。

「━が梢こず
え を鳴らす」

旋
せん

風
ぷう 激しく渦巻き状に吹く風。つ
むじかぜ。

風
かぜ

・嵐
あらし

・北
きた

風
かぜ

・南
みなみ

風
かぜ

・強
きょう

風
ふう

・無
む

風
ふう

風・嵐（吹くさま） ＊突発的に生じて社会に大きな影響
を与えるもののたとえにも。「学界
に━を巻き起こす発表」

微
そよ

風
かぜ そよそよと静かに吹く風。び
ふうとも。

「湖から━が吹く」

竜
たつ

巻
まき 局地的に起きる猛烈な旋風。
海水・砂・人畜・住居・船などが

巻き上げられることがある。
＊竜が天に昇るように見えることか
らいう。

長
ちょう

風
ふう 遠くまで吹いていく風。遠くか
ら吹いてくる風。

「━万里」

天
てん

狗
ぐ

風
かぜ 突然激しく吹き下ろす風。
「━が吹き下ろす」

天
てん

籟
らい「風の音」の漢語的表現。
＊絶妙な詩歌の意も。

時
とき

つ風
かぜ ちょうどいいときに吹く風。

突
とっ

風
ぷう 突然強く吹く風。
「━にあおられる」

軟
なん

風
ぷう そよ風。また、風力階級3の風。
「海━」

爆
ばく

風
ふう 爆発によって起こる強い風。
「━に吹き飛ばされる」

飆
ひょう

風
ふう つむじ風。暴風。飄風とも書
く。

風
ふう

位
い 風向。

風
ふう

声
せい 風の音。
「━鶴唳かく

れい〔＝風の音と鶴の鳴き声。
小さな物音にも恐れることのたとえ〕」
＊「うわさ」の意も。

暴
ぼう

風
ふう 激しく吹く風。
「━域」

帆
ほ

風
かぜ 船の進行方向に吹く風。順風。
「━を受けて船が進む」

向
む

かい風
かぜ 進行方向から吹いてく
る風。向こう風。対追

い風

雄
ゆう

風
ふう ①勢いよく吹くすがすがしい
風。また、風力階級6の風。

②勇ましいさま。

烈
れっ

風
ぷう 強く吹く風。
「━にはためく旗」

和
わ

風
ふう 穏やかな風。また、風力階級4
の風。

＊「日本風」の意も。

場所の風

海
うみ

風
かぜ 海上を吹く風。海から吹いて
くる風。

＊「かいふう」とも。

浦
うら

風
かぜ 海辺を吹く風。
「━の中に聞こえる琴の音」

上
うわ

風
かぜ 草木などの上を吹き渡る風。
「荻の━」

対下風した
かぜ

颪
おろし山地から吹き下ろす強い風。
「山から冷たい━が吹く」

川
かわ

風
かぜ 川を吹き渡る風。
「━に吹かれる」

潮
しお

風
かぜ 潮気を含んだ海から吹く風。
「━の香りをかぐ」

時
し

化
け 風雨のため海が荒れること。
「━で魚の値が上がる」

＊海が荒れることによる不漁や、興
行で客の入りが悪いことにも。

基本の表現

104 105

石 石

地 地

細
さざれ

石
いし 細かい石。

砂
さ

石
せき 砂と石。沙石とも書く。

砂
さ

礫
れき 砂と小石。しゃれきともいう。

砂
じゃ

利
り 細かい石。
「玉━」

翠
すい

玉
ぎょくエメラルド。
「━の指輪」

晴
せい

砂
さ 日の光に照らされた砂。

石
せき

片
へん 石のかけら。

礫
つ ば い

石小石。

礫
つぶて投げつけるための小石。
「小さな丸い━」

玻
は

璃
り ①水晶。
②ガラス。

盤
ばん

石
じゃく大きな岩。転じて、安泰な例

え。

礫
れき

塊
かい 小石と土くれ。転じて、つまら
ないもの。

人の使う石

雨
あま

落
おち

石
いし 雨だれで地面のくぼむの
を防ぐため軒下に置く石。

霰
あられ

零
こぼし玉石を敷き詰めた庭の道。

礎
いしずえ ①建物の土台となる石。

②物事の基礎となるもの。礎石。
 「生活の━となる」

石
いし

畳
だたみ板石を敷き詰めたところ。
「安土城の━」

鱗
うろこ

石
いし 三角に刻んだ石。

大
おお

砌
みぎり軒下の敷石。

置
お

き石
いし 庭に置く石。

基
き

石
せき 土台の石

切
きり

石
いし 切った石材。
「道ばたの━に腰を下ろした」

沓
くつ

石
いし 柱などの下に据える土台石。
根石ね

いし。

沓
くつ

脱
ぬぎ

石
いし 履物を脱いで置くための
石。踏み石。

試
し

金
きん

石
せき 貴金属の純度を調べるの
に用いる石。転じて、もの

の価値を判定する材料。

自
し

然
ぜん

石
せき 庭に置いて鑑賞する石。

地
じ

覆
ふく

石
いし 建物の出入り口や基壇の
下部に据えた石。

捨
す

て石
いし 庭園で趣を添えるため所々
に置いた石。

台
だい

石
いし 土台に据える石。
「地蔵像の━」

堆
たい

石
せき 高く積まれた石。

立
た

て石
いし 庭や道に立ててある石。
「路傍の━」

柱
ちゅう

石
せき ①柱と土台石。
②重要な人。

飛
と

び石
いし 庭で伝い歩くために置く
石。

猫
ねこ

石
いし 板塀などの土台の下に据える
石。

一
いっ

石
せき

を投
とう

ずる 反響を呼ぶような問題を投
げかける。

漱
そう

石
せき

枕
ちん

流
りゅう負け惜しみの強いこ
と。

他
た

山
ざん

の石
いし 他のつまらない物事で
も自分の役に立つとい

うこと。
＊模範にする意で使うのは誤り。

その他の表現

ストーン・ロック・ジュエル
ごつごつ・ごろごろ・ころころ・
どしっと

「火打ち石」

火
ひ

打
う

ち石
いし 石英の一種で、打って
火を出すのに使う石。

布
ふ

石
せき 囲碁の序盤での石の置き方。
転じて、将来への準備。

舗
ほ

石
せき 敷石。

前
まえ

石
いし 蹲 踞つく

ばいや石灯籠いし　
どうろうの前に据

える石。

蒔
まき

石
いし 茶室の庭などに振りまいたよう
に置く石。飛び石。

道
みち

石
いし 道案内に立てた石。

道
みち

分
わけ

石
いし 道路の分岐点に立てた標
識の石。

焼
や

け石
いし 焼けて熱くなった石。
「━に水」

割
わ

り石
いし 石材を割った石。基礎工
事などに使う。

割
わり

栗
ぐり

石
いし 基礎工事や地盤の固めに
用いる割石。

慣用句など

雨
あま

垂
だ

れ石
いし

を穿
うが

つ 雨垂れが長い時間
をかけて石に穴をあけるように、非
力でも根気よく続ければ成就する。

石
いし

の上
うえ

にも三
さん

年
ねん 長年辛抱
すれば報

われるということ。

石
いし

橋
ばし

を叩
たた

いて渡
わた

る
用心の上に用心を重ねて物事を行う
ことのたとえ。



37

雲

天

36

天

雲 雨／霧・靄／空

雲級

雲
うん

級
きゅう雲の分類方式。形・出現高度や

発達のしかたで分けたもの。

巻
けん

雲
うん 高空に生じる、細い繊維状の
雲。まきぐも。筋雲。絹雲。

巻
けん

積
せき

雲
うん 高空にできる小さいまだら
な雲。鱗雲。鯖雲。鰯雲。

斑雲。

巻
けん

層
そう

雲
うん 高空に広がる薄い白い雲。
薄雲。

高
こう

積
せき

雲
うん まだらに浮かぶ白色または
灰色の雲のかたまり。羊

雲。斑雲。叢雲。

高
こう

層
そう

雲
うん 空をおおう灰色がかった薄
い雲。朧雲。

積
せき

雲
うん 晴れた日中に発達する白い雲。
綿雲。

積
せき

乱
らん

雲
うん 山のように垂直方向に発達
した雲。夏に多い。入道

雲。雷雲。夕立雲。雲の峰。

層
そう

雲
うん 低い空で層状に霧のように広
がる雲。霧雲。

層
そう

積
せき

雲
うん 低い空に生じる灰色または
白みがかった雲。冬に多

い。畝雲。叢雲。

乱
らん

層
そう

雲
うん 空全体をおおう灰色の暗
い雲。雨や雪をともなう。

雨雲。雪雲。

雲

靉
あい

靆
たい 雲の厚いさま。
「雲が━とたなびく」

暗
あん

雲
うん 今にも雨や雪が降ってきそう
な、くらい雲。転じて、何か悪

いことが起こりそうな気配。
「━が（立ちこめる・漂う）」

陰
いん

雲
うん 暗く空をおおう雲。
「━を吹き払う強風」

浮
うき

雲
ぐも 空に浮かぶ雲。
「━が西の空に流れていく」

薄
うす

雲
ぐも 薄く広がっている雲。
「━の隙間から月が見えた」

雲
うん

影
えい 雲の姿。
「東の空に━を見る」

雲
うん

煙
えん 雲と煙。転じて、雲と霞。
「━過眼〔＝物事に執着しない〕」

雲
うん

海
かい 高山や飛行機から見える、一
面に広がり海のような雲。［夏］

「━に浮かぶ竹田城」

雲
うん

彩
さい 雲のいろどり。

朧
おぼろ

雲
ぐも 高層雲の俗称。空一面に広が
る雲で、雨の前兆とされる。

＊月や太陽にかかると、その姿がお

雲
くも

・雨
あま

雲
ぐも

雲 ぼろに見えることから。

風
かざ

雲
ぐも 風が吹き始める前兆の雲。か
ぜくもともいう。

寒
かん

雲
うん 寒々とした雲。［冬］
「━が低く垂れこめる」

閑
かん

雲
うん 静かに浮かぶ雲。
「━野鶴を友とする〔＝悠々自適に

暮らす〕」

慶
きょう

雲
うん めでたいことの前兆となる雲。
けいうんともいう。

「━が現れたとの記録が残る」

暁
ぎょう

雲
うん 夜明けの雲。
「眩まば

ゆ い━」

霧
きり

雲
ぐも 霧のように広がった雲。
「━が尽きない」

雲
くも

合
あ

い 雲の様子。空模様。「━を見る」

雲
くも

脚
あし 雲が流れ動く様子。また、垂
れ下がったように見える雲。

「━が速い」

雲
くも

の波
なみ 波のように重なっている雲。

雲
くも

の峰
みね 盛夏、山の峰のようにわき
立つ雲。［夏］

「━がむくむくと盛り上がる」

行
こう

雲
うん 空を行く雲。
「━流水〔＝執着せず自然に任せる〕」

東
しののめ

雲明け方。また、明け方に東の
空にたなびく雲。

秋
しゅう

雲
うん 秋の雲。

曙
しょ

雲
うん あけぼのの雲。

瑞
ずい

雲
うん めでたい雲。類祥雲
「五彩━」

棚
たな

雲
ぐも 空一面に広がっている雲。
「空には━がかかっていた」

凍
とう

雲
うん 雪を降らせそうな雲。
「空を━が覆う冬の日」

飛
ひ

雲
うん 空を飛んでいく雲。
「━鶴翔」

微
び

雲
うん わずかな雲。
「一天に━だにない」

飛
ひ

行
こう

機
き

雲
ぐも 飛行機の航跡に発生
する細長い雲。

「夏の空に━が残る」

暮
ぼ

雲
うん 夕暮れの雲。
「美しい赤に染まる━」

密
みつ

雲
うん 厚く重なった雲。
「━に包まれた飛行機」

叢
むら

雲
くも 群がり集まった雲。村雲・群雲
とも書く。

「月に━花に風」

夕
ゆう

雲
ぐも 夕方の雲。
「沈む日に映える━」

夕
ゆう

立
だち

雲
ぐも 夕立の降るときに出る雲。
積乱雲。

「━がどんどん大きくなる」

雪
ゆき

雲
ぐも 雪を降らせる雲。［冬］
「厚い━に遮られて暗い一日」

妖
よう

雲
うん 不吉を予感させるような雲。
「━が漂う天下の形勢」

横
よこ

雲
ぐも 横にたなびく雲。
「空にはかすかに━が浮かぶ」

雷
らい

雲
うん 雷を伴う雲。かみなりぐもとも。
［夏］

「━のような真っ黒な煙」

乱
らん

雲
うん 乱れ飛ぶ雲。
「━の間から月光がさした」

基本の表現
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雲

レンズ雲
ぐも 凸レンズを横から見た
ような形の雲。

漏
ろう

斗
と

雲
ぐも 漏斗状に垂れ下がった雲。
竜巻が発生するときに見ら

れる。

綿
わた

雲
ぐも ちぎった綿のような雲。
「青空に浮かぶ━」

雲の色

茜
あかね

雲
ぐも 朝日や夕日を受けて濃い赤色
に照り映える雲。

黒
くろ

雲
くも 黒い雲。不吉な雲とされる。
「戦乱の━」

黄
こう

雲
うん 黄色い雲。

紅
こう

霞
か 夕日に染まった紅色の雲。
「西の空の━がだんだん色を失

う」

彩
さい

雲
うん 縁が美しく彩られた雲。

紫
し

雲
うん 紫色の雲。
＊仏が乗って来迎するとされ

る雲。

白
しら

雲
くも 白い雲。はくうんともいう。

白
しら

小
さ

雲
ぐも 白く見える雲。

青
せい

雲
うん 青みを帯びた雲。また、青空。
転じて、人から仰がれるような

高い徳。
「━の志こころ

ざし 」

碧
へき

雲
うん 青みがかった色の雲。

その他の表現

クラウド

雲の形

鼬
いたち

雲
ぐも 積乱雲の異名。

一
いっ

尺
しゃく

八
はっ

寸
すん 近世、笠雲の異名。
＊笠か

さの直径が一尺八
寸であるところから。

鰯
いわし

雲
ぐも 小斑点状に群がり広がった雲。
巻積雲。［秋］

＊漁師仲間で、イワシの大漁の前兆
とするからとも、形がイワシの群
れのように見えるからとも。

鱗
うろこ

雲
ぐも 巻積雲の俗称。
＊鱗が並んだように見えるこ

とから。

笠
かさ

雲
ぐも 高い山の頂にかかる笠状の雲。
「黒い━は風雨の前兆という」

鯖
さば

雲
ぐも 巻積雲の通称。

千
ち

切
ぎ

れ雲
ぐも ちぎれちぎれの雲。
類断雲・片雲

「空には少し━があるだけだ」

豊
とよ

旗
はた

雲
ぐも 旗がなびくような美しい
雲。

「わだつみの━」

入
にゅう

道
どう

雲
ぐも 積乱雲。［夏］
「━が出てきたと思ったら

もう雷が鳴り出した」
＊大入道のように見えることから。

羊
ひつじ

雲
ぐも 羊の群れのように見える雲。
高積雲。

日
ひ

照
で

り雲
ぐも 夏の夕暮れに、西の空
に出る巴とも

え の形をした
雲。晴天が続く前兆という。

八
や

重
え

棚
たな

雲
ぐも 幾重にも重なってたな
びく雲。

さむい・すずしい／雨／空／冬

降る雪

淡
あわ

雪
ゆき うっすらと積もった、やわらか
で消えやすい春の雪。［春］

回
かい

雪
せつ 雪が風に舞うこと。また、巧み
に袖を翻して舞うこと。

風
かざ

花
はな 晴天にちらつく雪。また、冬の
初めごろ、風と共に降る雪。［冬］

玉
ぎょく

屑
せつ 雪のこと。
＊もとは玉を砕いた粉末で、

不老不死の仙薬という。転じて、
詩文の優れた句にも。

銀
ぎん

雪
せつ 銀色に輝く雪。
「━を頂く山」

豪
ごう

雪
せつ 多量な降雪。
「━地帯」

小
こ

米
ごめ

雪
ゆき 細かい雪。粉米雪とも書
く。

粉
こな

雪
ゆき 粉のようにさらさらした雪。［冬］
「━が舞う」

小
こ

雪
ゆき 少しの雪。［冬］
「━がちらほらする」

細
ささめ

雪
ゆき 細かに降る雪。［冬］
「━の降り敷く中、家路を急ぐ

人々」

里
さと

雪
ゆき 里に降る雪。特に日本海側の
平野部に降る雪。対山雪

「━型の大雪」

春
しゅん

雪
せつ 春の雪。［春］
「草木の萌もえ出る高原に━が

静かに降り積もる」

白
しら

雪
ゆき 真っ白な雪。
「全山が━に覆われた」

瑞
ずい

花
か 雪の異名。
「今年は━に恵まれ、収穫が楽

しみだ」

雪
せっ

花
か 雪を花に見立てて言う語。雪
華とも書く。

雪
せっ

片
ぺん 雪のひとひら。
「風が━を運ぶ」

早
そう

雪
せつ 例年より早く降る雪。

霜
そう

雪
せつ 霜と雪。
「冬の━に耐えた草」

＊白髪のたとえにも。

素
そ

雪
せつ 白い雪。
「玄冬━〔＝冬のとても寒いさま〕」

太
た

平
びら

雪
ゆき 大きな雪片の春の淡雪。

俄
にわ

か雪
ゆき 突然降ってきて、間もなく
やんでしまう雪。

濡
ぬ

れ雪
ゆき 水分が多く湿っぽい雪。

白
はく

魔
ま 災害をもたらす大雪を魔物に例
えていう語。

雪
ゆき

・大
おお

雪
ゆき

・降
こう

雪
せつ

・積
せき

雪
せつ

・雪
ゆき

解
ど

け・
氷
こおり

・凍
とう

結
けつ

・冷
れい

凍
とう

雪・氷

基本の表現
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初
はつ

雪
ゆき その冬はじめて降る雪。［冬］
「今年の━は例年より早かった」

花
はな

弁
びら

雪
ゆき 雪片が花びらのように大き
な雪。

飛
ひ

雪
せつ 風に吹き飛ばされながら降る
雪。

微
び

雪
せつ 雪が少し降ること。

風
ふう

雪
せつ 風と雪。また、風と共に降る
雪。

「昨夜来の雨は━となった」

吹
ふ ぶ き

雪強い風を伴って激しく降る雪。
［冬］

べた雪
ゆき 水気の多い雪。
「━が降って道路がぬかる

んでいる」

暮
ぼ

雪
せつ 夕暮れに降る雪。また、夕暮
れの雪景色。

牡
ぼ

丹
たん

雪
ゆき 大きなかたまりで降る雪。
［冬］

＊｢ぼた雪｣を美化した表現。

餅
もち

雪
ゆき 餅のようにふわふわした雪。

山
やま

雪
ゆき 山に降る雪。対里雪

融
ゆう

雪
せつ 雪がとけること。とかすこと。
「幹線道路には━装置が設置し

てある」

雪
ゆき

気
げ 雪が降りそうな空模様。
「━の空」

雪
ゆき

風
し

巻
まき 雪が激しく降って風の吹き
まくること。［冬］

雪
ゆき

の果
は

て 涅槃会
ねはん
え　 の頃に降る

という、その冬最後の雪。
雪の別れ。名残の雪。忘れ雪。［春］

雪
ゆき

帽
ぼう

子
し 大片の雪。

六
ろっ

花
か 雪の異称。りっかとも。
＊雪の結晶の形にちなむ。

綿
わた

雪
ゆき 綿をちぎったような大きな雪片
の雪。［冬］

積もった雪

薄
うす

雪
ゆき 薄く降り積もった雪。
「いつの間にか降った━を踏ん

で家路につく」

帷
かた

子
びら

雪
ゆき 薄く積もった雪。また、一
片が薄くて大きな雪。

堅
かた

雪
ゆき 春、解けかかった雪が夜間に
冷えて固く凍りついたもの。

冠
かん

雪
せつ 山の頂が雪をかぶること。
「━を頂く初冬の山々」

粗
ざら

目
め

雪
ゆき ざらめ糖状の積雪。日中解
けた雪が、夜に再び凍り、

それを繰り返すうちに大きい粒子と
なったもの。

残
ざん

雪
せつ（春になっても）消え残った雪。
［春］

「この山はまだ残雪が深い」

垂
しず

り雪
ゆき 屋根や木の枝から落ちる
雪。［冬］

宿
しゅく

雪
せつ 消えないで残った雪。
「夏になってようやく━が消え

た」

新
しん

雪
せつ 新しく降った雪。
「━に輝く山々」

深
しん

雪
せつ 深く積もった雪。みゆき。
「林野を覆う━」

堆
たい

雪
せつ 積もった雪。
「━の下で懸命に生きる雑草」

懸
けん

氷
ぴょうつらら。

堅
けん

氷
ぴょう堅く張った氷。
「鉄のスコップでも━を砕けな

かった」

細
さい

氷
ひょう空気中の水蒸気が微細な氷の

結晶となって大気中を降下す
る現象。ダイヤモンドダスト。

樹
じゅ

氷
ひょう霧氷の一種。微小な水滴が木

の枝に凍り付いて、花のよう
にみえるもの。［冬］

雪
せっ

氷
ぴょう雪と氷。

棚
たな

氷
ごおり氷床の縁部が海上に張り出し

て浮いている氷原。

垂
たる

氷
ひ つらら。
「月に光る━」

氷
つ ら ら

柱水のしずくが凍って棒状に垂
れ下がったもの。［冬］

夏
なつ

氷
ごおり山などに、夏になっても溶け

ないで残っている雪や氷。

薄
はく

氷
ひょう薄く張った氷。
「━を踏む思い」

初
はつ

氷
ごおりその冬に初めて張った氷。［冬］
「今朝━が張った」

氷
ひ

雨
さめ ①雹ひょ

う 。［夏］
②秋の冷たい雨。

「冷たい━で体が冷え切った」

氷
ひ

室
むろ 天然の氷を夏まで保存してお
くために設けた小屋、または

穴。［夏］

氷
ひ

面
も

鏡
かがみ氷の表面を鏡に例えた語。
［冬］

氷
ひょう

花
か 樹木や草に水分が凍り付き、
白い花を付けたようになる現

雪
な だ れ

崩山の斜面に積もった雪が大量
に崩れ落ちる現象。［春］

根
ね

雪
ゆき 雪解けまで残る雪。［冬］
「昨年からの━が残っている」

衾
ふすま

雪
ゆき 一面に降り積もった雪。

斑
まだら

雪
ゆき まだらに降り積もった雪。はだ
れゆき。

万
まん

年
ねん

雪
ゆき 高山などの一年中消えない
雪。

「━におおわれた山々」

雪
ゆき

代
しろ 雪解けの水。［春］
「━水」

雪
ゆき

肌
はだ 積もった雪の表面。また、雪
のように白い肌。

＊「雪膚せっ
ぷ 」は雪のように白い肌。

雪
ゆき

水
みず 雪解け水。
「下着まで━に濡れて凍え死に

そうだ」

綿
わた

帽
ぼう

子
し 山や木の上に積もった雪。
＊真綿を広げて作った女

性のかぶり物に見たてていう。

氷

厚
あつ

氷
ごおり厚く張った氷。［冬］
「池には━が張っている」

雨
う

氷
ひょう雨が木･地面などに触れた瞬間、

氷となったもの。［冬］

上
うわ

氷
ごおり表面に薄く張った氷。
「高瀬さす淀の汀みぎ

は　のうはこほ
り（曾禰好忠）」

群
ぐん

氷
ひょう群をなす海氷。

結
けっ

氷
ぴょう氷が張ること。
「湖が━する」
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霧
む

氷
ひょう水蒸気や霧が樹枝などに凍り

付いたもの。［冬］

流
りゅう

氷
ひょう海面を漂流している氷塊。［春］
「━の上に留まるオオワシ」

そのほかの降ってくるもの

霰
あられ水蒸気が氷の粒になって降ってく
るもの。［冬］
＊気象用語では直径5mm未満のも
の。

急
きゅう

霰
さん にわかに降るはげしいあられ。
また、その音。

春
しゅん

霰
さん 春に降るあられ。

雹
ひょう雷雨に伴って降る氷の粒。［夏］
＊気象用語では直径5mm以上のも
の。

霙
みぞれ雪が空中でとけかけて雨交じりに

降るもの。［冬］

その他の表現

アイス・アイスバーン・スノー・
ダイヤモンドダスト・バージン
スノー・パウダースノー・フリー
ズ・ブリザード
からっ・こんこん・さらさら・
しんしん・ちらちら・どかどか・
どさっと・はらはら・パラパラ・
ヒヤヒヤ・ふわっと・ふわり
と
かちこち・かちんこちん・ぱ
りっ

象。氷の花。
「白く━に覆われた並木道」

氷
ひょう

河
が 高山などの万年雪が堆積して
できた越年性の巨大な氷体で、

重力によって流動するもの。
「━時代」

氷
ひょう

塊
かい 氷の塊。
「北極海に浮かぶ━」

氷
ひょう

海
かい 一面に氷が張った海。
「極地の━を航行する」

氷
ひょう

結
けつ 氷が張ること。
「池が━した」

氷
ひょう

山
ざん 海中に浮かぶ小山のような氷
塊。

＊氷河などから分離したもので、海
面上の部分は全体のごく一部にす
ぎない。

氷
ひょう

晶
しょう大気が冷却されてできる微細

な氷の結晶。

氷
ひょう

雪
せつ 氷と雪。また、清廉潔白なこ
と。

「━の操」

氷
ひょう

霜
そう 氷と霜。また、樹枝に積もっ
て氷がついているように見え

る霜。

氷
ひょう

片
へん 氷のかけら。

氷
ひょう

野
や 氷に覆われた野原。
「南極の━」

浮
ふ

氷
ひょう水に浮かんでいる氷塊。
「━がぶつかり合う」

冬
ふゆ

氷
ごおり冬に凍った氷。

水
みず

氷
ごおり水が凍結してできた氷。

さむい・すずしい／雪・氷／冬

霜

朝
あさ

霜
じも 朝降りている霜。
「庭にまだ━が残っている」

薄
うす

霜
じも 朝、薄く降りた霜。
「山では夏でも━の降りること

がある」

大
おお

霜
しも たくさん降りた霜。［冬］
「━で一面白くなっている」

遅
おそ

霜
じも 晩春・初夏の季節外れの霜。

凝
ぎょう

霜
そう 雨滴が氷となり、植物や岩石
をおおったもの。

暁
ぎょう

霜
そう 明け方の霜。
「━を踏んで学校へ向かう」

厳
げん

霜
そう 草木を枯らす厳しい霜。また、
刑罰が厳しいこと。

降
こう

霜
そう 霜が降りること。また、その霜。
「━結氷」

霜
しも

風
かぜ 霜の上をわたってくる冷たい
風。

「身を切るように冷たい━」

霜
しも

崩
くず

れ 霜柱が解けてくずれること。

霜
しも

先
さき 寒くなりはじめ、霜が降りだす
10月ごろ。

霜
しも

畳
だたみ畳のように一面に降りた霜。
「寒い朝で畑が━になった」

霜
しも

月
つき 陰暦11月の異称。
「━祭り」

霜
しも

解
ど

け 気温が上がって霜が解けること。［冬］
「━のぬかるみ」

霜
しも

の声
こえ 霜の降りたときのしんしん
とした様子。

「━が聞こえるほど静かな夜」

霜
しも

柱
ばしら地中の水分が地面にしみ出て

凍結した細い氷の柱。［冬］
「━を踏む音がサクサクいう」

霜
しも

焼
やけ ①寒さによって手足などにお
こる凍傷。しもばれ。ゆきや

け。［冬］
②植物が霜によって変色すること。

秋
しゅう

霜
そう 秋に降りる霜。転じて、刑罰
などが厳しいこと。

「━烈日〔＝刑罰や権威などが厳しい〕」

終
しゅう

霜
そう 一年で最後の霜。
「━日」

粛
しゅく

霜
そう 冷たい霜。

樹
じゅ

霜
そう 空中の水蒸気が木の枝で霜の
結晶となったもの。

青
せい

女
じょ 霜や雪を降らす女神。転じて、
霜や雪。

「━の降りた冬の朝」

霜
しも

・春
しゅん

霜
そう

・夕
ゆう

霜
しも

・露
つゆ

・秋
しゅう

露
ろ

・朝
あさ

露
つゆ

・夕
ゆう

露
つゆ

・夜
よ

露
つゆ

霜・露

基本の表現
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天

霜
・
露

霜
・
露

天

霜
そう

華
か 霜を花にたとえていう語。転じ
て白髪。

霜
そう

気
き 霜の厳しい冷気。

霜
そう

晨
しん 霜の降りた朝。

霜
そう

雪
せつ 霜と雪。また、白髪のたとえ。

霜
そう

天
てん 霜の降りた冬の空。

霜
そう

露
ろ 霜と露。また、はかないこと。
「━の疾し

つ〔＝寒さによりおこる病気〕」

初
はつ

霜
しも その冬の最初の霜。［冬］
「寒くなってきて、昨日は━が

降りた」

早
はや

霜
じも 秋早くに降りる霜。
「まだ秋だというのに━が降り

た」

斑
はん

霜
そう まばらに降りた霜。はだれしも
ともいう。

「━の降りる寒い朝」

繁
はん

霜
そう 厳しい霜。また、真っ白になっ
た毛髪。

晩
ばん

霜
そう 4、5月になって降りる霜。「おそ
じも」とも。

「━で、畑が壊滅的な被害を受けた」

氷
ひょう

霜
そう 氷と霜。また、樹枝に降り積
もった霜。

水
みず

霜
しも 晩秋に露が凍って霜のように
なったもの。［秋］

「━に濡れたススキの穂」

別
わか

れ霜
じも 春に降りる最後の霜。忘
れ霜。名残の霜。［春］

「━庭はく男老いにけり（正岡子規）」

露

朝
あさ

顔
がお

の露
つゆ 朝顔の花に降りた朝
露。はかないもののた

とえに用いられる。

雨
あめ

露
つゆ 雨と露。うろとも。
「━をしのぐ」

一
いち

露
ろ ひとしずくの露。
＊禅などでは、「万物の根本に

なる最高の精神」の意も。

飲
いん

露
ろ 露をのむこと。神仙の生活を
いう。

雨
う

露
ろ

の恵
めぐ

み 自然の雨や露が与える温かい恵み。

上
うわ

露
つゆ 草木の葉の上の露。
対下露

薤
かい

上
じょう

の露
ろ 薤 に

らの葉の上の露は消
えやすいところから、

人の世のはかなさや、人の死を悲し
む涙をいう語。薤露かい

ろ　とも。

寒
かん

露
ろ 二十四節気のひとつ。太陽暦
では10月8日ごろ。また、晩秋

から初冬の頃の冷たい露。［秋］
「冷霧━」

甘
かん

露
ろ 中国の伝説で、仁政が敷かれ
て天下が太平になると天が瑞

祥として降らせるという甘い露。お
いしいこと。
「ああ、━、━」

菊
きく

の露
つゆ 菊に宿る露。飲むと長生き
になると言われた。菊の雫

しず
く　。

木
き

の下
した

露
つゆ 木の枝から落ちる露。

暁
ぎょう

露
ろ 明け方、草木に降りた露。朝
露。

露
つゆ

の玉
たま 露の美称。
「草の先に━が光っている」

凍
とう

露
ろ 露が凍ってできた氷粒。

風
ふう

露
ろ 風と露。

山
やま

下
した

露
つゆ 山の木々の枝葉から落ちる
露。

露
ろ

華
か 露のきらめくこと。美しい露。
「見慣れた庭が、━に覆われて

光っている」

露
ろ

玉
ぎょく露を玉に見なしていう語。

露
ろ

珠
じゅ 露を玉に例えた言い方。
「このままの形で飾りたいほど

の━だ」

その他の表現

デュー・デュードロップ・フロ
スト
しんしん・さくさく・ざくざく・
ぱりぱり・ばりばり・ばりっと・
ぽたりと・しっとり

「━を踏み分けながら進む山道」

玉
ぎょく

露
ろ 玉のように美しい露。転じて、
最高級の煎茶。

「━を置く庭の千草」

草
くさ

葉
ば

の露
つゆ 草の葉の上にとどまっ
た露。はかないものの

例え。草露そう
ろ　。

「━と消える」

結
けつ

露
ろ 露が生じること。
「窓ガラスに━する」

月
げつ

露
ろ 月と露。転じて、自然。

行
こう

露
ろ 道ばたの草などに降りた露。

言
こと

葉
ば

の露
つゆ 言葉、特に和歌を露に
例えて、美しさ、はか

なさをいう語。

下
した

露
つゆ 木の下などの露。
対上露

「━に足を濡らしながら林道を行く」

松
しょう

露
ろ ①松の葉に降りる露。
②海岸の松林で採れる小形の

キノコの名。

白
しら

露
つゆ 光って白く見える露。［秋］
「━や茨の刺にひとつづ （ゝ与謝

蕪村）」

朝
ちょう

露
ろ 朝、草葉などにたまった露。
「早朝の森を歩き━にしとどに

濡れた」

露
つゆ

時
し ぐ れ

雨時雨が通り過ぎたあとのよ
うに、露があたり一面に降

りること。［秋］

露
つゆ

霜
じも 露が凍って霜のようになったも
の。水霜。［秋］

「━の置く朝だった」
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